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1. 2020年3月期第3四半期の連結業績（2019年4月1日～2019年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年3月期第3四半期 82,472 5.6 3,138 ― 3,206 ― 2,089 ―

2019年3月期第3四半期 78,100 △3.6 △200 ― △98 ― △494 ―

（注）包括利益 2020年3月期第3四半期　　2,273百万円 （―％） 2019年3月期第3四半期　　△854百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2020年3月期第3四半期 56.99 ―

2019年3月期第3四半期 △13.51 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2020年3月期第3四半期 83,577 52,621 63.0 1,426.38

2019年3月期 80,408 50,824 63.2 1,388.62

（参考）自己資本 2020年3月期第3四半期 52,621百万円 2019年3月期 50,824百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年3月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00

2020年3月期 ― 10.00 ―

2020年3月期（予想） 10.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2020年 3月期の連結業績予想（2019年 4月 1日～2020年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 108,000 3.4 2,450 ― 2,500 ― 1,500 ― 40.85

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料９ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記　（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特

有の会計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年3月期3Q 37,442,374 株 2019年3月期 37,442,374 株

② 期末自己株式数 2020年3月期3Q 550,870 株 2019年3月期 841,370 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年3月期3Q 36,665,678 株 2019年3月期3Q 36,597,190 株

（注）期末自己株式数には、「株式付与ESOP信託口」が所有する当社株式（2019年３月期　290,600株）が含まれております。また、「株式付与ESOP信託
口」が所有する当社株式を、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております（2020年３月期３Q　225,867株、2019年３月期３Q　
294,520株）。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その

達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及

び業績予想のご利用に当たっての注意事項等につきましては、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善が継続する中で、米中通商問題や英国の

ＥＵ離脱問題による世界経済の減速があり、先行き不透明な状況で推移いたしました。 

住宅設備機器業界におきましては、消費税増税前駆け込みによる一時的な需要増も落ち着きを見せ、消費者マイン

ドの動向が懸念される状況にあります。 

このような中、当社グループ（当社及び連結子会社をいう。以下同じ。）は、システムキッチン「ＳＴＥＤＩＡ

（ステディア）」や、2019年２月にリニューアルしたシステムキッチン「ラクエラ」など、付加価値の高い商品を市

場に提供してまいりました。 

販売面では、大切な顧客接点であるショールームでの価値提供強化を図るため、2019年６月にオープンいたしまし

た「クリナップ・キッチンタウン・横浜」をはじめとした全国102ヶ所のショールームにてイベントを開催し、当社の

会員登録制組織「水まわり工房」加盟店等の流通パートナーとの連携も深めながら、需要の拡大、獲得に努めてまい

りました。 

生産面では、東西の生産拠点での生産性向上、ＶＥ活動を推進し、原価低減に努めてまいりました。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高を部門別にみますと、厨房部門では、システムキッチン「Ｓ．

Ｓ．／ＣＥＮＴＲＯ（セントロ）」は数量、金額とも増、「クリンレディ／ＳＴＥＤＩＡ（ステディア）」は数量

減、金額増、「ラクエラ」は数量、金額とも増となりました。この結果、厨房部門の売上高は前年同期比6.9％増の

64,378百万円となりました。 

浴槽・洗面部門では、システムバスルーム「アクリアバス」は数量、金額とも減、「ユアシス」は数量、金額とも

減、洗面化粧台においては数量、金額とも増となりました。この結果、浴槽・洗面部門の売上高は前年同期比1.9％減

の12,652百万円となりました。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、前年同期比5.6％増の82,472百万円となりました。利益面では

営業利益3,138百万円（前年同期は200百万円の営業損失）、経常利益3,206百万円（同98百万円の経常損失）、親会社

株主に帰属する四半期純利益2,089百万円（同494百万円の純損失）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は83,577百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,169百万円増加いたしまし

た。流動資産は51,550百万円となり、3,717百万円増加いたしました。これは受取手形及び売掛金が200百万円減少し

た一方、現金及び預金が1,462百万円、電子記録債権が788百万円、商品及び製品が1,580百万円増加したこと等により

ます。固定資産は32,026百万円となり、前連結会計年度末に比べ547百万円減少いたしました。これは、投資その他の

資産が195百万円増加した一方、有形固定資産が570百万円減少したこと等によります。 

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は30,955百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,372百万円の増加となり

ました。流動負債は主に、賞与引当金が838百万円減少した一方、電子記録債務が1,123百万円、短期借入金が753百万

円、未払法人税等が692百万円、前受金（流動負債その他）が914百万円増加したこと等により3,066百万円増加し、

25,761百万円となりました。固定負債は主に長期借入金の減少1,267百万円、退職給付に係る負債の減少301百万円等

により1,693百万円減少し、5,194百万円となりました。 

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は52,621百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,796百万円増加いたし

ました。これは親会社株主に帰属する四半期純利益2,089百万円、配当金の支払い737百万円、その他有価証券評価差

額金の増加330百万円等によります。この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の63.2％から63.0％になりまし

た。 

 

（キャッシュ・フロー） 

当第３四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ1,462百

万円（8.5％）増加して18,644百万円となりました。 

当第３四半期連結累計期間において、営業活動の結果得られた資金は4,449百万円（前年同期比531.5％増）となり

ました。これは、税金等調整前四半期純利益が3,079百万円、減価償却費が2,420百万円、仕入債務の増加1,239百万円

があった一方、賞与引当金の減少838百万円、たな卸資産の増加1,775百万円があったこと等によるものです。 

当第３四半期連結累計期間において、投資活動の結果使用した資金は1,574百万円（前年同期比24.4％減）となりま

した。これは生産設備の改修、ショールーム移転・改装等により有形固定資産の取得による支出が1,064百万円、情報

システム構築に伴う無形固定資産の取得による支出が489百万円あったこと等によるものです。 

当第３四半期連結累計期間において、財務活動の結果使用した資金は1,377百万円（前年同期比160.1％増）となり

ました。これは長期借入金の返済による支出が2,513百万円、配当金の支払いが737百万円あった一方、短期借入金の

純増が2,000百万円あったこと等によるものです。 

- 2 -

クリナップ㈱（7955）2020年３月期　第３四半期決算短信



 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

今後の見通しにつきましては、不安定な世界経済による影響懸念や、消費税増税後の反動減等、不透明感を払拭で

きない状況となっております。 

このような中、当社グループは、18中計に掲げたビジョン『暮らし価値創造企業「Cleanup」への変革』の実現のた

め、2020年２月にシステムバスルーム「アクリアバス」をモデルチェンジするとともに、システムキッチン「ＣＥＮ

ＴＲＯ（セントロ）」及び「ＳＴＥＤＩＡ（ステディア）」の商品強化を行い、売上拡大に努めてまいります。ま

た、大切な顧客接点であるショールームでの価値提供を引き続き強化し、会員登録制組織「水まわり工房」加盟店を

はじめとした流通パートナーと連携してリフォーム需要を喚起し、効果的な販売活動に注力してまいります。 

さらに、生産設備の整備、ショールームの改装、情報基盤整備等への投資の一方、生産面での原価低減、全社的な

コスト削減にも努めてまいります。 

以上により、現時点での業績予想につきましては、2019年10月31日に公表いたしました連結業績予想に変更はござ

いません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2019年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(2019年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 16,682 18,144 

受取手形及び売掛金 14,577 14,377 

電子記録債権 12,309 13,097 

有価証券 1,005 1,003 

商品及び製品 1,018 2,598 

仕掛品 188 246 

原材料及び貯蔵品 1,067 1,102 

その他 984 979 

流動資産合計 47,833 51,550 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 8,171 7,998 

その他（純額） 13,318 12,921 

有形固定資産合計 21,489 20,919 

無形固定資産 2,810 2,636 

投資その他の資産    

投資有価証券 5,151 5,622 

その他 3,288 2,970 

貸倒引当金 △166 △123 

投資その他の資産合計 8,274 8,470 

固定資産合計 32,574 32,026 

資産合計 80,408 83,577 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2019年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(2019年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 6,020 6,138 

電子記録債務 6,245 7,369 

短期借入金 2,937 3,691 

未払金 4,590 4,607 

未払法人税等 314 1,007 

賞与引当金 1,133 294 

株式給付引当金 249 － 

資産除去債務 9 － 

その他 1,193 2,652 

流動負債合計 22,695 25,761 

固定負債    

長期借入金 2,379 1,111 

退職給付に係る負債 318 17 

役員退職慰労引当金 416 416 

資産除去債務 381 408 

その他 3,392 3,239 

固定負債合計 6,887 5,194 

負債合計 29,583 30,955 

純資産の部    

株主資本    

資本金 13,267 13,267 

資本剰余金 12,351 12,351 

利益剰余金 23,833 25,185 

自己株式 △680 △419 

株主資本合計 48,772 50,385 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,521 1,852 

為替換算調整勘定 4 △38 

退職給付に係る調整累計額 525 422 

その他の包括利益累計額合計 2,052 2,236 

純資産合計 50,824 52,621 

負債純資産合計 80,408 83,577 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2018年４月１日 
 至 2018年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2019年４月１日 

 至 2019年12月31日) 

売上高 78,100 82,472 

売上原価 51,788 53,508 

売上総利益 26,311 28,964 

販売費及び一般管理費 26,512 25,825 

営業利益又は営業損失（△） △200 3,138 

営業外収益    

受取利息 12 16 

受取配当金 110 117 

仕入割引 202 210 

その他 141 111 

営業外収益合計 466 456 

営業外費用    

支払利息 19 19 

売上割引 310 325 

その他 34 43 

営業外費用合計 363 388 

経常利益又は経常損失（△） △98 3,206 

特別利益    

固定資産売却益 3 0 

その他 1 － 

特別利益合計 4 0 

特別損失    

固定資産除売却損 81 24 

投資有価証券評価損 96 0 

退職特別加算金 12 4 

減損損失 8 98 

その他 11 － 

特別損失合計 210 127 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△304 3,079 

法人税等 190 990 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △494 2,089 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△494 2,089 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2018年４月１日 
 至 2018年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2019年４月１日 

 至 2019年12月31日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △494 2,089 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △313 330 

為替換算調整勘定 △36 △43 

退職給付に係る調整額 △10 △103 

その他の包括利益合計 △360 183 

四半期包括利益 △854 2,273 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △854 2,273 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2018年４月１日 
 至 2018年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2019年４月１日 

 至 2019年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△） 
△304 3,079 

減価償却費 2,775 2,420 

賞与引当金の増減額（△は減少） △815 △838 

売上債権の増減額（△は増加） 338 336 

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,336 △1,775 

仕入債務の増減額（△は減少） 1,451 1,239 

未払金の増減額（△は減少） △79 117 

その他 △280 △52 

小計 748 4,528 

利息及び配当金の受取額 121 134 

利息の支払額 △20 △19 

法人税等の支払額 △207 △245 

法人税等の還付額 63 52 

営業活動によるキャッシュ・フロー 704 4,449 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △992 △1,064 

有形固定資産の売却による収入 3 1 

無形固定資産の取得による支出 △750 △489 

投資有価証券の取得による支出 △323 △4 

その他 △18 △18 

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,082 △1,574 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,910 2,000 

長期借入れによる収入 5,000 － 

長期借入金の返済による支出 △2,733 △2,513 

自己株式の取得による支出 △0 △0 

自己株式の売却による収入 0 0 

配当金の支払額 △737 △737 

その他 △148 △125 

財務活動によるキャッシュ・フロー △529 △1,377 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △32 △35 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,939 1,462 

現金及び現金同等物の期首残高 20,206 17,182 

現金及び現金同等物の四半期末残高 18,266 18,644 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率

を使用する方法によっております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

（セグメント情報）

当社グループは、住宅及び店舗・事業所用設備機器関連事業とその他事業を行っておりますが、報告セグメントは

単一セグメントであり、重要性が乏しいため、記載を省略しております。 
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